
 

平 成 ２ ９ 年 度 
試 験 案 内  

 

三 沢 市 職 員 採 用 試 験 

（ 消 防 士 ） 
三 沢 市        

 

受 付 期 間 
平成２９年７月２４日（月）～８月１４日（月） 

午前８時１５分～午後５時 

第

一

次

試

験 

教 養 試 験 

消防適性検査 
平成２９年９月１７日（日） 

面 接 試 験 
平成２９年９月１６日（土）～１８日（月）のうち 

三沢市が指定する日 

合 格 発 表 平成２９年１０月中旬 

第

二

次

試

験 

論 文 試 験 

面 接 試 験 

体 力 測 定 

平成２９年１１月上旬 

合 格 発 表 平成２９年１１月下旬 

試 験 会 場 三沢市役所会議室、三沢市国際交流教育センター 他 

──────────────― ◇ ──────────────― 

 

 

三沢市役所 
総務部総務課人事管理係 
 
〒０３３－８６６６ 
  三沢市桜町一丁目１番３８号 
   ℡０１７６－５３－５１１１ 
          内線２０７・２０８ 
 

お 問 い 合 わ せ 

受験申込書請求         

受 験 申 込 み         



１ 試験職種、採用予定人員及び職務内容 

 

試 験 職 種      採用予定人員 職   務   内   容 

消 防 士 ４ 人 程 度 消防本部において消防業務に従事します。 

 

２ 受 験 資 格 

（１）次のいずれかに該当する者で活字印刷文による出題に対応できる者 

① 昭和６３年４月２日以降に生まれた者で、大学卒業の者（卒業見込者を含む。）

② 平成２年４月２日以降に生まれた者で、高等学校、短期大学又は高等専門学校等卒業の者（卒

業見込者を含む。）並びに高等学校卒業程度認定試験合格者

（２）地方公務員法第１６条に規定する欠格条項のうち以下に該当する者は受験できません。

① 成年被後見人又は被保佐人

② 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者 

③ 三沢市の職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

④ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること

を主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

 

３ 試験の日時、試験会場及び合格発表 

       日時等 

 試験区分 
日  時 試験会場 合 格 発 表 

第
一
次
試
験 

教 養 試 験 

消防適性検査 

９月１７日(日） 

午前９時００分 

三沢市役所 

会議室、 

三沢市国際

交流教育セ

ンター 

他 

１０月中旬 

庁舎正面玄関

に掲示するほ

か、受験者全

員に文書で通

知します。 

面 接 試 験 

９月１６日(土)～ 

１８日(月)のうち 

三沢市が指定する日 

第二次試験 １１月上旬 
三沢市役所 

会議室他 
１１月下旬 



４ 試験方法及び内容 

区分 試験 方 法 形式及び出題数 時 間 内        容 

大 

学 

卒 

業 

の 

者 

第
一
次
試
験 

教養試験 択一式 ４０題 ２時間 
公務員として必要な一般知識及び知能について、大

学卒業程度の筆記試験を行います。 

消防適性検査 １２０題 ２０分 消防職員としての適応性について検査を行います。 

面接試験 人柄、能力、適性について、面接を行います。 

第
二
次
試
験 

論文試験 職務の遂行に必要な識見、判断力、思考力等について、記述試験を行います。 

面接試験 

 

 

人柄、能力、適性について、面接を行います。 

体力測定 職務遂行が可能な体力であるか測定します。 

身上調査 申込書の記載事項の真偽について、調査します。 

高
等
学
校
、
短
期
大
学 

又
は
高
等
専
門
学
校
等
卒
業
の
者 

第
一
次
試
験 

教養試験 択一式 ４０題 ２時間 
公務員として必要な一般知識及び知能について、高

等学校卒業程度の筆記試験を行います。 

消防適性検査 １２０題 ２０分 消防職員としての適応性について検査を行います。 

面接試験 人柄、能力、適性について、面接を行います。 

第
二
次
試
験 

論文試験 職務の遂行に必要な識見、判断力、思考力等について、記述試験を行います。 

面接試験 人柄、能力、適性について、面接を行います。 

体力測定 職務遂行が可能な体力であるか測定します。 

身上調査 申込書の記載事項の真偽について、調査します。 

注：大学卒業の者(卒業見込者を含む)は、高等学校、短期大学又は高等専門学校等卒業の者の区分

での受験はできません。 

 

５ 受 験 手 続 

受験申込書の 

請     求 

(１)受験申込書は、総務課人事管理係で配布又は、三沢市のホームページからダウ

ンロードできます。 

(２)郵送による場合は、封筒の表に「消防士請求」と朱書し、必ず120円切手を貼

付した宛先明記の返信用封筒(角２号)を同封して、総務課人事管理係宛に請求し

てください。 

申 込 方 法 

(１)申込書を持参する場合 

受験申込書、面接カード、受験票に必要事項を記入のうえ、受験票は宛先明記の

郵便はがき（６２円）の裏面に貼付して持参してください。 

※注意 宛先の氏名の後に「様」を記入してください。 

(２)申込書を郵送する場合 

受験申込書、面接カード、受験票に必要事項を記入のうえ、受験票は宛先明記の

郵便はがき（６２円）の裏面に貼付し、一緒に同封してください。 

※注意 宛先の氏名の後に「様」を記入してください。 

封筒の表面に「消防士申込」と朱書してください。 

申 込 時 の 

注 意 事 項 

複数の職種を併せて受験することはできません。 

また、申込受付期間終了後の試験職種の変更は認めません。 

受験票の交付 
受験票は８月３１日(木)までに発送する予定です。９月７日(木)までに受験票が

届かない場合には、速やかに総務課人事管理係まで連絡してください。 

 

６ 申込受付期間 
平成２９年７月２４日（月）から平成２９年８月１４日（月）までの間、午前８時 

１５分から午後５時まで受け付けます。ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除きます。 

郵送の場合は、平成２９年７月２４日（月）から平成２９年８月１４日（月）までの

消印のあるものに限り受け付けます。 



７ 試験結果の開示 

開示請求

できる人 
開示内容 開示期間 開示場所 

第一次試

験受験者 

合格者 総合得点 第一次試験合格発表の日

から１月間 
総務部総務課 

上記以外 総合得点及び順位 

第二次試

験受験者 

合格者 総合得点 第二次試験合格発表の日

から１月間 上記以外 総合得点及び順位 

 

８ 給 与 等 

初任給 

高校新卒者 １６４,９００円程度 

短大新卒者 １７８,９００円程度 

大学新卒者 １９４,４００円程度 

  なお、職務経験等に応じて一定の基準で加算される場合があります。 
 

手 当 

期末・勤勉手当 ６月と１２月に支給 

寒冷地手当、扶養手当、通

勤手当、住居手当など 

支給要件に応じて支給されま

す。 

 

（上記は平成２９年４月１日現在のものです） 

 

９ 合格者の提出書類 

 ⑴ 第一次試験合格者は、第二次試験受験時に次の書類を提出してください。 

・卒業証書の写し又は卒業証明書（卒業見込者は卒業見込証明書） 

  ・健康診断書（第一次試験合格者に合格通知とともに診断書を郵送します。） 

  ※写しを提出するものについては、原本を確認させていただきます。 

 ⑵ 第二次試験合格者は、指定された日までに次の書類を提出してください。 

  ・成年被後見人、被保佐人の登記をされていないことの証明書 

 

10 最終合格者の採用 

この採用試験の最終合格者は、平成３０年４月以降に採用予定です。 

（採用の約２ヶ月前に改めて採用通知並びに採用手続きに関する書類をお送りしま

す。） 

採用後は、三沢市職員服務規程第１４条の規定により三沢市に居住することとなりま

す。 

なお、採用されるまでに次の事項に該当することとなった場合、最終合格を取り消

すことがあります。 

⑴ 卒業見込者は、最終合格発表日から１年以内に卒業を証明できない場合 

⑵ 採用試験の受験資格を有しないことが明らかになった場合 

⑶ 採用試験の申込み又は受験に関して、虚偽若しくは不正な行為があったことが

明らかになった場合 

⑷ 心身の故障のため、職員としてその職務の遂行に支障があり、又はこれに堪え

られないことが明らかになった場合 

⑸ 職員として適格性を欠くことが明らかになった場合 

⑹ 地方公務員法に定める「欠格条項」に該当することとなった場合 

⑺ 採用に関する三沢市からの照会に応答しない場合 



試験会場位置図 

 
 

※注意事項 

 試験当日、試験会場の駐車場は利用できない場合があります。  


